研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　職　種　介護福祉士　　　　　　　氏　名　吉田　恵美

	期　　間　　平成26年10月16日　1日間

	出張目的　　平成26年度第25回全国老人保健施設大会　岩手

	出 張 先　  盛岡駅周辺5会場（盛岡市民文化ホール　マリオス、岩手県民情報交流センター　　　　アイ－ナ、ホテルメトロポリタン盛岡、ホテルルイズ、ホテル東日本盛岡）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　今回の研修は、岡山県で開催の4年ぶり以来の研修参加でありました。

　毎年、参加しているわけではないのですが、4年前の研究テーマと比べると“介護職の離職率”についての研究テーマが多くなってきたのではないかなと感じました。

　私たちの施設でも、ここ何年か離職率は多くなってきています。他の施設では、どのように防いでいるのか気になりました。何か実践できることはないのかという想いで色々なテーマを傾聴してきました。

　今回の研修では、他施設で感じていること研究していることは皆どこも大体同じであったなと感じました。その反面、介護職の離職については、私たちの施設だけではなく、どの施設でも少なからず多いことがわかり実感してきました。職員同士でのストレスを少なくする為に食事会やスポーツ大会などを定期的に開催し、子供連れ参加でコミュニケーションを広げ離職予防にもつなげたり、自分自身を知り、自己効力感を高めるための内容であったりと実際に私たちが行動していることや研修会で学んでいたことが多かったように感じました。また、2年、3年と年月をかけて行っていた研究もありました。

　今回のような全国老人保健施設大会以外にも、様々な研究発表があります。発表時間は6分と早くあっという間ではありますが、より多くの研究を聴いて身近に感じ、他施設で実践していることを当施設でも実践出来ることがないか学ぶ、習得する機会を増やして行きたいと思います。また、一つでも多くの研修に足を運び、聴いて学び、自分自身を振り返りながら考えて行動していきたいと感じました。

　

○演題

　自己効力感に焦点を当てた施設内勉強会の効果　～離職予防へ向けた取り組み～

　　

◎老健施設での離職が問題視される中、離職要因の一つである自己効力感に焦点を当て、勉強会の出席・発表に対し、成功報酬を与える取り組みを行った。実践の結果から今後の課題に若干の知見を得た為の報告内容である。

　職員が自己効力感を得られやすい環境と条件を設定することで離職を防ぐ手立てとなり、入所者に対し質の高いケアを提供することができるのではないか。

　対象：役職者を除く、２年目～７年目　３０歳未満の３４名の男女

自己効力感を高める：成功体験、代理的体験が最も効果的

⇒離職率は減る

　　　　↓

　勉強会の９割の参加と１回の発表で成功報酬として有休を３日間取得することができる　

⇒精神面や体調不良からの人員不足に陥り、仕事量の増加や休暇が取りにくい環境

　　　　↓

自己効力感の向上には至らず

　勉強会の課題提供環境の工夫が必要

　　　　　　　　→グループ学習、体験学習など

〔考察〕

　　要因の一つである自己効力感が高まると離職率は減る、介護という仕事への魅力、面白さを見いだし、ストレスを溜めずに行動し、一年でも多く働けるように自分自身も他職員へ働きかけていきたいと感じました。また、研修、勉強会に関しては、ただ開催するだけではなく、私たちの研修でも言えることだと思いますが、スライドを観てもらって発表を読んで終わりではなく、課題提供の工夫が必要であることを感じました。他職種と交わりながらグループ学習や体験学習など工夫して行うことで、お互いに考えて言葉に出来るため、自分自身の捉え方、再確認、行動力、コミュニケーションの力にも繋がると感じました。

○演題

　未来に向かって踏み出す一歩！　～おとなの学校本校の取り組みを通して～

　◎おとなの学校本校は学校形式を取り入れ、ご利用者様の意欲を向上させ、未来に向かって頑張っていただく仕組みや在宅復帰についての現状を報告した内容である。

　　平均介護度　3.2

　　定員１２０名

　　言われるがまま、望まれるまま、たとえ入所者の方自身で出来ることまで手を出していた、いわゆる「過介護」の状態であった

　　　　　　↓

　　“介護をしない介護”

⇒出来ることに関しては、出来ることを生徒本人達に意欲を高めるように工夫

[家に帰る＝卒業する]目標が毎日のリハビリをより効果的なもの⇔在宅復帰に繋がる原動力

　　　　　　　　　　　　↓

　　　・ご家族や他の生徒へ日頃のリハビリの成果を発表する場を設ける

　　　・在宅復帰する前日に卒業式を実施

　　⇒在宅復帰率60％以上をキープ

　　　スタッフも仕事に対するやりがいや達成感、楽しみに繋がっている

離職率の予防＝仕事への誇り　働きやすさ　仲間のきずな

〔考察〕

　私は、出来るところをやってしまっているときがあるとケアを振り返りました。見守りすることの大切さ、日々がリハビリであることの意識を高めてケアにあたろうと感じました。また、仕事に対しての達成感、やりがいを感じるように、日々取り組んで行きたいと感じました。

○演題

　デイケア稼働率改善への取り組み　～在宅復帰強化型老健での対策～

　◎平成21年10月より、おとなの学校岡山校として3ヶ月のケアプランのもと、現在は在宅復帰強化型老健を運営している。これにより同法人内のデイケアの稼働率低迷が続いていたことへの対策を紹介した報告内容である。

　

　　デイケア定員25名

　　低迷率７％

　　毎月新規利用者３名確保の目標を掲げている

　　

　　・他職種参加のミーティングを毎週実施

　　・達成型のプログラムの実施（例えば　うちわ作りなど）

　　・肺炎予防のために歯科衛生士による口腔ケアへの介入

　　・役職者主導ではなくスタッフ主導の業務取り組みを展開

　　・決定事項は継続

〔考察〕

　　稼働率の低迷の原因をしっかり分析し、研究内容のように肺炎が多く入退院を繰り返している方がいた場合には、肺炎を予防するために歯科衛生士による口腔ケアへの導入を考えて実践するなど

　きちんと低迷要因を考えて分析し、稼働率の向上を目指して積極的に取り組み行動していかなければと痛感しました。また、プログラム内容においても、その場限りのプログラムではなく、達成型のプログラムを考案して実践していきたいと感じました。

○演題

　「できるADL」を在宅でも…　－通所利用時と在宅生活を比較して－

　◎「本人も楽、家族も楽」をテーマとしてケアに取り組んでいる。通所利用時と自宅での介護量を調査し、その差を少なくする為に取り組んだ結果を報告した内容である。

　　

　　・通所利用時と在宅生活での介助量の差を調査⇒できることをご家族が援助していることが多い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

更衣動作での介助の頻度が多く、脱ぐ・着るという動作に時間がかかる

＝ご家族の過剰介護

本人のモチベーションの低下

　　　送迎時のアドバイス⇒短時間でコミュニケーション不足

　　・ご家族からの情報収集

　　・スタッフ（他職種）との情報共有　　⇒適切な助言・アドバイスに繋がる⇒家族の介護の軽減

〔考察〕

　　実際に、ご家族に対して適切な助言・アドバイスができているのであろうか振り返された内容であった。挨拶、一日の様子を伝えるだけで終わっていることが多い。利用してからの変化や自宅での変わった様子やご家族の悩みがないか情報を収集し、また、他職種との情報共有も行いながら、信頼関係を築き、通所利用時と在宅生活でのケアの統一に繋がるようにご家族とのコミュニケーションを多くとり働きかけていきたいと感じました。
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